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「明野ケ丘公園再整備基本計画（案）」に対する 

パブリックコメントの実施結果 

 

「明野ケ丘公園再整備基本計画(案)」について、幕別町パブリックコメント手続実施要綱に基づき、住民の皆様から意見

を募集したところ、４人から延べ５件のご意見が寄せられました。 

ご意見の要旨及びご意見に対する町の考え方については、次のとおりです。 

 

公園の活用に関する意見 

番号 意見の要旨 意見に対する町の考え方 

１ 先日、ピラ・リの設計者が他界したことを知りました

が、身近にありながら今まで一度も訪れたことが無く、

幕別町にこのように素晴らしい場所があるのに全く生か

されていないことを残念に思いました。（タイル、トイレ、

アスレチックが荒れ放題。） 

毎週末等、休日を利用して定期的に町民ボランティア

（枝払い等）を開催し、ピラ・リが完成した当時の美し

さを再現することや、公園の「再生」を町民に呼びかけ

ることで明野ケ丘公園の周知を図る取組みはどうでしょ

うか。 

一人の町民として参加したいです。再生を願っていま

す。 

明野ケ丘公園における既存の老朽化した施設や密集し

た樹木については、基本計画のワークショップにおいて

も指摘されており、課題の一つとして認識しております。 

基本計画（案）では、密集した既存樹木の密度調整を

図り、老朽化した施設については時代のニーズに対応し

た再整備を行う計画としており、具体的には今後進める

基本設計等において検討を重ねてまいりたいと考えてお

ります。 

また、幕別町第６期総合計画では「協働と交流で住ま

いる」を基本目標としており、町民参加のまちづくりを

推進しておりますことから、町民ボランティアによる公

園の再生につきましては、今回いただいたご意見を参考

としながら町民が参加しやすい環境づくりについて引き

続き研究してまいります。 
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２ くるみ林ゾーン（カシグルミの林） 

カシグルミは、北海道在来のオニグルミより少し大粒

の実がなる本州産で、オニグルミより殻が柔らかいため

割り易く、可食部分が多いのが特徴です。明野ケ丘公園

では、トチノキも育っており湿地っぽいところもあるの

で、クルミの栽培に適しているのでは？と思います。 

大きく育って実がたくさん落ちるようになれば、子ど

も達やお年寄り、町内にいくつかある障がいのある方達

の就労支援事業所の利用者さん達で拾うことができま

す。 

更に、クルミを割って実を取り出し、袋に詰め製品に

してシールを貼るという、障がいのある方にもできる簡

単な作業を就労活動としてできると思います。 

明野ケ丘公園は、多くの樹木等が広がる自然環境に優

れた特徴があり、基本計画（案）ではこうした特徴を活

かしながら今あるものを活用し、自然の中でゆっくり楽

しめる公園という基本的な方針を定め、再整備を進める

としております。 

明るくきれいな自然環境が充実した空間づくりを進

め、魅力的なコミュニティの場を創出していくことによ

り、子どもたちの記憶に残る思い出や、ふるさとへの愛

着と誇りを育むような公園づくりに努めてまいりたいと

考えております。 

また、幕別町第６期総合計画では「協働と交流で住ま

いる」を基本目標としており、町民参加のまちづくりを

推進しておりますことから、子どもからお年寄り、障が

いのある方など多くの方々にこの公園に関わっていただ

けるよう、今回ご提案いただきました自然環境を活かし

た取り組みについては、今後の参考にさせていただきま

す。 

 

３ 自然観察ゾーン 

明野ケ丘公園周辺で過去に何度か植物観察をしました

が、他の場所ではお目にかかれない植物（クルマユリ、

トリアシショウマ、コケオトギリ、ミゾホオズキなど）

を発見していました。 

現在も見られるかは分かりませんが、笹刈りだけ行っ

て他には手を加えない区域を環境別にいくつか設定した

ら、埋もれていた明野特有の植物が蘇る可能性が大あり

だと思います。 

明野ケ丘公園には豊かな自然を感じられる空間が広が

っており、この公園の特徴の一つとなっておりますが、

一方で比較的樹高の高い不揃いな樹形の樹木が密集して

いるため、光が遮られ暗い空間があるなど、維持管理の

課題もあると考えております。 

基本計画（案）では、密集した既存樹木の密度調整を

図りながら、明るくきれいな自然環境が充実した空間づ

くりを行うという基本的な方針に基づき再整備を進める

としております。 
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希少在来種などの豊かで美しい自然が次世代に引き継

がれ、この公園が町民にとって魅力的なコミュニティの

場となるよう、自然の中でゆっくり楽しめる公園づくり

を進め、適正な維持管理に繋げてまいりたいと考えてお

ります。 

今回いただいた自然環境を活かした維持管理方法のご

提案につきましては、今後の参考にさせていただきます。 

 

 

再整備計画に関する意見 

番号 意見の要旨 意見に対する町の考え方 

４ 生産年齢人口の減少が想定される時代に、明野ケ丘公

園再整備の優先順位は低いと言えます。 

人口減少に伴い公園の利用は増えることは無く、再整

備することで維持管理費の増加が心配です。 

スキー場、芝桜、ステージ、ピラ・リを見てください。

開設当初は盛り上がり、イベント開催時は活発でしたが、

公園とともに歴史を積み上げる人材、企業も今の幕別町

には存在しません。ボランティアなど求めるとしたら、

数年後に再整備を計画したことが二度目の失敗として町

の歴史に残るだけです。 

老朽化した施設は撤去、利用の少ないパークゴルフコ

ースは廃止、スキー場も一つの町に二箇所はいりません。 

本町地区の人口減少は大きく進み、公園利用者人口の

増加もありません。施設の優先順位で言うのであれば、

高齢者介護等です。 

明野ケ丘公園は整備完了から３０年以上が経過し、各

所に配置した施設は老朽化を原因とした利用制限や撤去

に迫られ、公園としての機能が低下していたことから、

町民や町内の小学生などから再整備に向けた要望が多く

寄せられていた状況となっておりました。 

そのため、町では令和２年度から再整備に向けた基本

計画の策定を進めたところであり、ワークショップにお

いては、人口減少が続く幕別本町地区のまちづくりを踏

まえた再整備とすべきとした意見が出されており、新た

な施設整備に重点を置くのではなく、主に機能低下を補

うために必要な整備を中心として、豊かな自然環境を活

かした再整備を望む意見が多くなっております。 

このことから、基本計画（案）では自然環境を活かし

ながら明るくきれいな空間づくりとすること、今あるも

のを活用しながらつくりすぎない公園整備とすることな
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再整備には反対です。 どを基本的な方針として定め、必要に応じ段階的及び継

続的に進めていく方向性を示す内容としております。 

また、令和２年度はワークショップ参加者と住民活動

団体との共催によるイベントが開催された他、令和３年

度には民間実行委員会主催の音楽イベントが開催され、

こうした様子がＳＮＳ等で情報発信されたことにより、

広く明野ケ丘公園の魅力を知ってもらうキッカケづくり

になったものと考えており、公園を訪れる人も増加して

おります。 

今後におきましても、多くの町民と議論を深めながら、

さらに検討を進めてまいりたいと考えております。 

５ 公園再整備に当たって、町内（特に本町側）にイベン

ト等の開催を担うボランティア等の応援団（商工業界、

建設業界、農業者、地域公区）が有りますか？若者の一

時的なエネルギーだけでは、単発となります。 

今、本町において持続可能な集団は山本幸平選手頼み

しかありません。スキー場の夏場活用があり、その周辺

にコースを造れば少なくとも帯広の岩内コース（2.8km）

以上となります。自然の傾斜、距離の長さ、スポンサー

としての有力企業の張り付きなど、山本幸平ワールドと

して中心に整備すべきです。 

今回の基本計画（案）は、10 年から 15 年以上の後々の

まちづくりまで静かに止め、町の青年たちがもっと成長

し、中心的行動を取れるまで静かに寝かせておくべきで

す。 

今は老朽化した物を撤去しつつ、お金をあまり掛けな

いで補修しながら切り抜ける時代です。混迷した時代、

公園は、不特定多数の方々がそれぞれの目的を持って

訪れる場所であり、憩いや遊び、運動など、休養や健康、

余暇活動などの場として欠かすことのできない公共空間

であります。 

公共空間を活用した例としてイベント等の開催が挙げ

られますが、自発的な意思を持ってイベント等を開催す

る人々は重要な役割を担う人材であると考えておりま

す。 

こうした担い手は、地域やまちづくりの担い手と同様、

地域を牽引する重要な人材であると考えており、地域づ

くりにつながる人材や団体の育成については、幕別町第

６期総合計画にも位置付けられていることから、町とし

ては既存の地域づくりを支える団体や人材とのパイプ役

となり、活動を支えることによって担い手の育成に繋げ

てまいりたいと考えております。 

また、本町出身のオリンピアンである山本幸平選手に
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経済状況に明るい未来を想定できる光が差してからな

ら、この計画を実施しようとする集団が現れるかもしれ

ません。動かず、次の時代まで待つべきです。 

ついては、少年時代に明野ケ丘公園を練習場所として利

用していたことから、この公園の良さを知る一人として

アドバイスを求め、再整備に生かしていきたいと考えて

おります。 

番号４にお示ししたとおり、ワークショップでは豊か

な自然環境を活かした再整備を臨む意見が多く出されて

いたことから、基本計画（案）では自然環境を活かしな

がら明るくきれいな空間づくりとすること、今あるもの

を活用しながらつくりすぎない公園整備とすることなど

を基本的な方針として定め、必要に応じ段階的及び継続

的に進めていく方向性を示す内容としております。 

今後におきましても、多くの町民と議論を深めながら、

さらに検討を進めてまいりたいと考えております。 

 

 

 


